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都市などの交通流をモデル化しようとすると、交差点、複数車穂、合流分

岐など、様々な要素があり、単純なモデルで全体を捉えることは非常に困難

である。 B出回、 Middleton、 Levine (BML）のモデルは、都市の交通流を極

寵まで単純化したモデルである［1］。周期境界を有する 2 次元格子上に、上向

きと右向きの車両が排他的に分布し、決定論的規則に従って交互に運動する。

このような単純なモデルできへ、密度によって自由走行相から渋滞相へ相転

移が見られた。

B阻，モデルに対して、現実系の持つ様々な様相を採り入れるためのモデ

ルが提案されている。ここでは、

・各交差点に複数台の車再が入ることが出来る

・全車両が目的地を有している

，出発地から系へ流入した車両は、目的地で系から流出する

といった特色を持つモデルを構築し、その性質を調べる。

2次元正方格子の各点 i に待ち行列 Qiが定義されている。各待ち行列には

最大 QMAXの車両が入ることが出来る。各時刻に、各待ち行列の先頭の車両
が隣接格子点へ移動することが出来る。他の格子点に移動した車両は、その

格子点の待ち行列の最後尾に入る。
また、系の境界条件として閉じた系を考える。つまり、系の境界の外部に

は道路が無いような状況である。この場合、各車両が目的地を有し、かつな
るべく走行距離を短く’しようとするために、系の中心に渋滞が発生すること
が予想される。

各車両は、出発地、目的地、走行時間、走行距離を保持している。各時刻

において、各格子点の待ち行列に余絡があれば、新しい車両が確率p で待ち
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行列の最後尾に入る。新しい車両は系内の格子点をランダムに選択してその

格子点を目的地とする。目的地に到達した車両は、系から削除される。つま

り、この系では、各格子点に車両の出入りがある。

系の挙動は、次の移動先を決定する方法に大きく影響される。決定論的規

則の場合、一旦形成された渋滞内の、車両が相互に移動を遮る構造を解消す

ることは非常に困難となるであろう。また、完全に決定論的でなくても、渋

滞に入り込まないような方法を採り入れていないと同様の結果を鷲すことが

予想出来る。ここでは 3 種類の移動先の決定方法を検討する。
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図 1：：初期状態として、全ての格子に 1 台の車両を置き、 p=O で系内の車両の数の
時間変化の様子。システムサイズは 100 x 100、 QMAx = 5 である。
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主 持ち行持に空きのある隣接格子点のうち、自的地に近付く方向にあ

るものを次の移動先として選択する。選択枝が複数ある場合に位、その中

らランダム る。

2 最初に方法 1 と同様に、富的地へ接近するように次の

る。選択した隣接格子点に移動出来ない場合には、

移動可能な搭子点をランダムに選択する。

お む組問らは、熱的揺らぎと斥力のあるモデルを提案している i針。

らのモデルでは、運動は非同期的である。しかしここでは、他の運動法制

との比較のため、同期的な運動を扱い、隣接格子の持ち行列に入っている車

が鋤くとする。現在並置を民目的地をよ
の際議暢子を内側とする。盛壊μ方向へ土1 移動する相対確率を

α 母xp ［土f3 sgn )] 

で与える。同熱雑音のレベル、 Q（~e;t)

の車関の数、副主~カの強~を表している。

。

関 2 I土、拐窮状態として系内に車両が無い状態をとり、 p = 

を控入した場合である。濫夜雑音がある方法では、揮度上昇とともい、

まる車関の数が増加し、続講相へと

の車問の増加とともに、自

る。謹度雑音につ

連な謹度雑音のレベ している。
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函 2: p = 0.003 で系内の車両の数の時間変化の様子。システムサイズは 100 x 100、
QMAx = 5 である。
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